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0

彦
根
市
消
防
本
部
で
は
、
管
内

(

彦
根
市
・
犬
上
郡)
で
発
生
し
た
火

災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
状
況
を
統

計
に
ま
と
め
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

火
災
概
要

平
成
19
年
中
に
発
生
し
た
火
災

は
、
前
年
と
同
件
数
の
59
件
で
す

（
表
１
）。
火
災
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、

「
建
物
火
災
」
が
36
件
と
最
も
多
く
、

全
火
災
の
61
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
い
で
「
そ
の
他
火
災
」
13
件
、

「
車
両
火
災
」
10
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。火

災
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
第
１

位
が
「
た
ば
こ
」
の
10
件
、
第
２
位

が
「
放
火
」
８
件
、
以
下
「
こ
ん
ろ
」

７
件
、「
放
火
の
疑
い
」「
た
き
火
」

各
５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
放
火
」

と
「
放
火
の
疑
い
」
の
件
数
を
合
わ

せ
る
と
13
件
で
、
彦
根
市
で
も
毎
年
、

火
災
原
因
の
上
位
に
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
方
法

と
し
て
、「
住
宅
の
周
辺
に
可
燃
物

を
置
か
な
い
」「
ご
み
は
定
め
ら
れ

た
日
の
朝
に
出
す
」
な
ど
、
放
火
さ

れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
。ま

た
、
昨
年
は
、「
た
ば
こ
」
が

原
因
に
よ
る
火
災
が
、
第
１
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ

の
ポ
イ
捨
て
は
、
絶
対
に
し
な
い
、

灰
皿
に
吸
殻
を
た
め
な
い
、
吸
殻
は

水
で
ぬ
ら
し
て
捨
て
る
な
ど
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

消
防
法
令
が
改
正
さ
れ
、
彦
根
市

で
は
、
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
は
、
住
宅

火
災
に
よ
る
死
亡
原
因
の
約
６
割
が

逃
げ
遅
れ
で
あ
り
、
火
災
の
発
生
を

音
や
音
声
で
早
期
に
知
ら
せ
て
く
れ

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
大
変
有

効
で
す
。

ま
た
、
消
防
署
や
市
が
、
直
接
住

宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を
訪
問
販
売

す
る
こ
と
は
、
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
は
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
注
意
し
、
お
か
し
い
と
思
っ

た
ら
、
は
っ
き
り
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

救
助
・
救
急
概
要

救
助
出
場
件
数
は
、
33
件
で
、
昨

年
よ
り
３
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
内

訳
は
、「
交
通
事
故
」
25
件
、
次
い

で
「
そ
の
他
事
故
」
７
件
と
な
っ
て

い
ま
す
（
表
２
）。
交
通
事
故
に
よ
る

救
助
出
場
件
数
は
、
過
去
５
年
を
み

て
も
、
全
救
助
出
場
件
数
の
ほ
ぼ
８

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
安
全
運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。一

方
、
救
急
出
場
は
４
、７
８
５

件
あ
り
ま
し
た
（
表
３
）。
こ
れ
は
、

前
年
に
比
べ
る
と
36
件
増
加
し
て
お

り
、
１
日
平
均
約
13
件
、
約
２
時
間

に
１
回
救
急
車
が
出
場
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
救
急
車
で
搬
送

平
成
19
年
　

彦
根
市
消
防
本
部
管
内
の
火
災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
発
生
状
況

さ
れ
た
人
は
、
４
、
６
４
３
人
で
、

前
年
に
比
べ
80
人
増
加
し
て
お
り
、

年
々
救
急
需
要
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
事
故
種
別
ご
と
の
出
場
を
見
て

み
る
と
「
急
病
」
が
３
、０
６
９
件

と
全
体
の
約
64
％
を
占
め
て
お
り
、

分
類
に
あ
っ
て
は
循
環
器
系
、
消
化

器
系
、
呼
吸
器
系
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。
次
い
で
、「
交
通
事
故
」「
一

般
負
傷
」
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
は
、

全
国
平
均
で
約
６
分
間
か
か
り
ま

す
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
何

も
手
当
て
を
し
な
け
れ
ば
、
助
か
る

命
も
助
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
人
に
よ
る
手
当
て
が
必
要

で
す
。
彦
根
市
消
防
本
部
で
は
、
一

人
で
も
多
く
の
人
に
応
急
手
当
を
実

施
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
応
急
手
当

の
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
社
・

自
治
会
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
ど
ん
な

グ
ル
ー
プ
で
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予

防
課

22

０
３
３
２
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22
９
４
２
７
番

収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽
収
集
時
に
は
、
バ
ケ
ツ
１
〜
２
杯

の
水
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
便
槽
の
上
や
周
囲
、
通
路
な
ど
に
、

収
集
の
妨
げ
に
な
る
も
の
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
、
構
造
上
、
す

べ
て
を
き
れ
い
に
収
集
で
き
な
い

便
槽
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
構
造
上
、
屋
内
か
ら
は
便
槽
の
状

況
が
確
認
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
便
槽
が
満
杯
に
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
、
外
の
マ
ン
ホ
ー
ル

の
ふ
た
を
開
け
て
、
確
認
し
て
か

ら
収
集
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

30

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27

０

３
９
５
番
、
彦
根
市
事
業
公
社

23

４
１
３
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23

４
１
３
４
番

農
家
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

今
年
も
、
４
月
１
日
現
在
に
お
け

る
農
家
お
よ
び
、
農
地
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

農
家
調
査
は
、
農
地
法
の
許
可
申

請
な
ど
の
審
査
や
、
各
種
証
明
業
務
、

農
業
行
政
関
係
の
１
年
間
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
に
実
施
す
る
調
査
で

す
。農

地
を
所
有
、
ま
た
は
耕
作
し
て

い
る
人
は
、
配
付
さ
れ
る
調
査
票
に
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中
国
産
冷
凍
食
品
に
よ
る

健
康
被
害
な
ど
の

相
談
窓
口
に
つ
い
て

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
全
国
各
地
で
、
中
国
産

冷
凍
ギ
ョ
ウ
ザ
が
原
因
と
疑
わ
れ
る

健
康
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
ギ
ョ
ウ
ザ
以
外
の
食
品
か
ら

も
農
薬
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

彦
根
保
健
所
で
は
、
健
康
被
害
、

商
品
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
該
当
す

る
食
品
の
情
報
は
、
滋
賀
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

湖
東
地
域
振
興
局
地
域
健
康

福
祉
部
（
彦
根
保
健
所
）

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は

除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

問
い
合
わ
せ
先

湖
東
地
域
振

興
局
地
域
健
康
福
祉
部
（
和
田
町
）

21
０
２
８
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26

７
５
４
０
番
、
滋
賀
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttp://w

w
w

.pref.shiga.jp

/e/shoku/kinkyu.htm
l

厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

w
w

w
.m

hlw
.go.jp/

３
月
29
日

と
４
月
６
日

は

窓
口
業
務
を
行
い
ま
す

市
民
課
と

保
険
年
金
課
で

は
、
毎
週
木
曜
日
に
午
後
７
時
ま
で

時
間
を
延
長
し
、
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

３
月
と
４
月
は
、
こ
の
ほ
か
に
、

３
月
29
日

と
４
月
６
日

も
窓
口

業
務
を
行
い
ま
す
。

業
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

※
午
後
１
時
か
ら
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
通
訳
が
待
機
し
て
い
ま
す
。

開
設
窓
口

市
民
課
窓
口
（
市
役
所

１
階

番
窓
口
）、
保
険
年
金
課
窓

口
（
市
役
所
１
階

番
窓
口
）

※
一
部
受
付
の
み
で
受
理
で
き
な
い

業
務
、
取
扱
で
き
な
い
業
務
も
あ

り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
詳
し
く
は
、「
広
報
ひ
こ
ね
２
月
１
日
　
　

号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

※
当
日
は
、
庁
舎
正
面
出
入
り
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

30

６
１
１
１
番
、

保
険
年
金
課

30
６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

１
３
９
８
番

し
尿
収
集
に
つ
い
て
の
お
願
い

収
集
の
申
し
込
み

▽
転
入
・
転
居
や
仮
設
ト
イ
レ
の
設

置
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
、
し
尿

収
集
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

生
活
環
境
課
、
ま
た
は
支
所
・
各

出
張
所
の
窓
口
で
の
申
込
手
続
き

が
必
要
で
す
。
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
）

※
臨
時
収
集
は
、
毎
週
火
・
金
曜
日

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
収
集
希
望

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

収
集
の
中
止
・
変
更

▽
転
居
・
転
出
や
下
水
道
へ
の
接
続

な
ど
に
よ
り
、
し
尿
収
集
が
不
要

に
な
る
場
合
は
、
必
ず

生
活

環
境
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
に
改
修
さ

れ
た
場
合
、
収
集
料
金
の
算
出
方

法
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
ず

生
活
環
境
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
便
槽
に
雨
な
ど
の
水
が
入
り
込
む

場
合
、
収
集
料
金
の
算
出
方
法
を

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▽
定
額
制
の
ご
家
庭
で
、
入
院
や
別

棟
で
生
活
し
て
い
る
な
ど
、
住
民

基
本
台
帳
の
登
録
は
あ
っ
て
も
居

住
実
態
が
な
い
人
が
い
る
場
合
、

申
請
に
よ
り
料
金
を
減
額
で
き
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、

生
活
環
境
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

記
入
の
う
え
、
４
月
15
日

ま
で
に

必
ず
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事

務
局

30

６
１
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22
１
３
９
８
番

こ
ん
な
時
は

国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む

20
歳
以
上
、
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

保
険
年
金
課
か
社
会
保
険
事
務
所
へ

の
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
20
歳
に
な
っ
た
人
（
会
社
員
、
公
務

員
は
除
く
）

▼
勤
務
先
を
退
職
し
た
人
（
被
扶
養

配
偶
者
が
い
る
人
は
、
配
偶
者
の
届
出

も
必
要
で
す
）

▼
収
入
の
増
加
や
、
離
婚
な
ど
に
よ

り
、
第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養

配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
人

※
第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保

険
・
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
で
、
原
則
65
歳
未
満
の
人

届
出
を
忘
れ
て
、
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
と
、
将
来
受
給
す
る
年
金

の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
が

受
給
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
彦
根
社
会
保
険
事

務
所

23

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
23
９
０
３
８
番
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ご
覧
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
の
価
格
等

平
成
20
年
度
の
縦
覧
・
閲
覧

平
成
20
年
度
の
固
定
資
産
税
額
の

も
と
に
な
る
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
価
格
（
評
価
額
）
な
ど
を
、
３
月

末
に
決
定
し
ま
す
。
新
し
い
価
格
な

ど
を
次
の
と
お
り
開
示
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
土
地
・
家
屋
の

価
格
を
全
面
的
に
見
直
す
３
年
に
１

度
の
「
評
価
替
え
」
の
年
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
価
の
下
落
が
顕
著
な

土
地
に
つ
い
て
は
、
価
格
を
修
正
し

ま
す
。

■
縦
覧

納
税
者
が
、
自
分
の
資
産
の
評
価

額
が
適
正
か
ど
う
か
、
ほ
か
の
資
産

の
評
価
額
と
比
較
し
て
確
認
す
る
も

の
で
す
。

期
間

４
月
１
日

〜
６
月
２
日

ま
で
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

場
所

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

縦
覧
で
き
る
人

今
年
の
１
月
１
日

現
在
で
、
市
内
に
課
税
対
象
の
土

地
・
家
屋
を
所
有
す
る
人

縦
覧
の
対
象

土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
　

※
縦
覧
帳
簿
に
は
、
土
地
・
家
屋
の

所
有
者
や
税
額
は
記
載
し
て
い
ま

せ
ん
。

■
閲
覧

納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
自
分
の
資
産
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
借
地
人
・
借
家
人
も
、

使
用
・
収
益
の
対
象
と
な
る
資
産
の

課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

開
始
日

４
月
１
日

（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

閲
覧
で
き
る
人

納
税
義
務
者
（
所

有
者
）
と
そ
の
同
居
の
親
族
、
ま

た
は
借
地
人
・
借
家
人
　
な
ど

閲
覧
の
対
象

土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
各
固
定
資
産
課
税
台
帳
、

名
寄
帳

縦
覧
・
閲
覧
さ
れ
る
場
合
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
書
類
な
ど
を
提
示

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
縦
覧
・
閲
覧

で
き
る
人
の
条
件
や
、
本
人
確
認
の

方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
不
服
申
立
て
に
つ
い
て

平
成
19
年
中
に
、
新
築
・
増
築
さ

れ
た
家
屋
、
ま
た
は
、
地
目
変
更
や

価
格
の
修
正
の
あ
っ
た
土
地
の
所
有

者
で
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合

は
、
価
格
が
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
日

（
３
月
末
日
）
か
ら
納
税
通
知
書
の
交

付
を
受
け
た
日
の
後
60
日
の
間
に
、

彦
根
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

に
対
し
て
、
審
査
の
申
し
出
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産

税
係

30

６
１
３
８
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22
３
０
５
２
番

彦
根
市
水
道
事
業
評
価
報
告
書

を
公
表
し
ま
し
た

彦
根
市
で
は
、
統
一
的
な
視
点
と

手
段
に
よ
っ
て
水
道
事
業
を
外
部
評

価
し
、
そ
の
結
果
を
公
営
企
業
と
し

て
の
経
営
に
活
か
す
た
め
、
事
業
評

価
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

事
業
評
価
制
度
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
客
観
性
や
透
明
性
を
高
め
る

た
め
、
市
民
や
学
識
経
験
者
か
ら
な

る
「
彦
根
市
水
道
事
業
評
価
委
員
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
に
お
い
て
、
今
日
ま
で

合
計
８
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
平

成
18
年
度
事
業
に
つ
い
て
の
評
価
報

告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

評
価
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
彦
根
市
水
道

事
業
評
価
委
員
会
」
の
欄
に
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
１
階
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
は
２
階
水
道
部

窓
口
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

水
道
部
業
務

課

22

２
７
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24
４
０
５
４
番

彦
根
市
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画
平
成
19
年
見
直
し
案
へ
の

意
見
公
募
　
実
施
結
果

彦
根
市
水
道
事
業
中

期
経
営
計
画
平
成
19
年

見
直
し
案
に
対
し
て
、

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
主
な
ご
意
見
と
、

そ
れ
に
対
す
る
彦
根
市

の
考
え
方
を
公
表
し
て

い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
、

水
道
部

業
務
課
窓
口
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

意
見
件
数
　
７
件

問
い
合
わ
せ
先
　

水
道
部
業
務
課

22
２
７
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
４

０
５
４
番

４
月
か
ら
、
児
童
扶
養
手
当
を
５
年
以
上
受
給
し
て
い
る
人
の
手
当

額
が
、
原
則
、
現
在
受
給
し
て
い
る
額
の
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
３
歳
未
満
の
児
童
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
児
童
が
８
歳
に
な
る

ま
で
は
、
減
額
の
対
象
外
で
す
。

ま
た
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
減
額
に
な
り

ま
せ
ん
が
、
所
定
の
書
類
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

５
年
を
経
過
す
る
対
象
者
に
通
知
を
し
ま
す
。
要
件
に
該
当
す
る
人

は
、
必
ず
、
指
定
の
期
日
ま
で
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

減
額
の
適
用
除
外
と
な
る
要
件

▼
就
業
し
て
い
る

▼
求
職
活
動
な
ど
自
立
に
向
け
た
活
動
を
し
て
い
る

▼
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

▼
疾
病
な
ど
に
よ
り
就
業
困
難
で
あ
る

▼
子
ど
も
や
家
族
の
介
護
の
た
め
、
就
業
が
困
難
で
あ
る

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課

23
９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26
１

７
６
８
番
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犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

狂
犬
病
は
、
現
在
で
も
、
世
界
の

多
く
の
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
狂

犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
登
録
と
注
射

は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
毎
年
１
回

必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
犬

市
内
で
飼
わ
れ
て

い
る
生
後
91
日
以
上
の
犬

日
程
と
会
場

表
の
と
お
り

料
金
　

●
既
に
登
録
し
て
い
る
犬

３
、２

０
０
円
（
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交

付
手
数
料
５
５
０
円
を
含
む
）

●
未
登
録
の
犬

６
、
２
０
０
円

（
登
録
手
数
料
３
、０
０
０
円
、
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円

を
含
む
）

※
法
律
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
補
助

犬
に
つ
い
て
は
、
手
数
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

※
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
料
金
は
、

釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

お
願
い

既
に
登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い
主

は
、
必
ず
犬
の
登
録
カ
ー
ド
（
愛
犬

カ
ー
ド
）
と
犬
の
登
録
証
（
封
筒
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
く
登
録
す
る
犬
の
飼
い
主

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

犬
の
名
前
と
生
年
月
日
、
性
別
、

種
類
を
書
い
た
メ
モ
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
住
所
変
更
、
犬
の
死
亡

な
ど
の
異
動
が
あ
れ
ば
、
は
が
き

か
電
話
で

健
康
管
理
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

必
ず
犬
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

る
人
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
連
れ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

体
調
が
悪
い
犬
は
、
か
か
り
つ
け

の
獣
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

会
場
で
犬
が
ふ
ん
を
し
た
場
合

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
後

始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

引
き
綱
は
必

ず
首
輪
に
つ
け
て
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
ハ
ー
ネ
ス
（
首
輪
の
代
わ
り
に

つ
け
る
ベ
ル
ト
）
は
、
犬
が
暴
れ
て

外
れ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

健
康
管
理
課

24

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24

５
８
７
０
番

粗
大
ご
み
の
清
掃
セ
ン
タ
ー

臨
時
直
接
搬
入
に
つ
い
て

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
月

22
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
０
時

15
分
ま
で
、
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご

み
の
臨
時
受
入
を
行
い
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
以
外
の
ご
み
の
搬
入
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
指
定
時
間
以
外
の
搬
入
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
当
日
は
、
臨
時
の
搬
入
口
を
設
置

し
ま
す
の
で
、
誘
導
す
る
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

清
掃
セ
ン
タ

ー
管
理
課

22

２
７
３
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24
７
７
８
７
番

５
年
以
上
の

受
給
者
対
象

母
子
家
庭
な
ど
の
児
童
扶
養
手
当
が

減
額
さ
れ
ま
す
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皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
手
に
よ

り
、
彦
根
の
ま
ち
を
さ
ら
に
美
し
く
、

活
力
あ
る
ま
ち
と
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
す
、
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
事
業

は
、
約
３
、０
０
０
人
が
参
加
登
録

さ
れ
、
４
月
で
い
よ
い
よ
３
年
目
を

迎
え
ま
す
。
４
月
１
日

か
ら
は
、

平
成
19
年
度
中
に
市
内
各
所
で
行
わ

れ
た
「
美
し
い
行
為
」
に
対
す
る
地

域
通
貨
「
彦
」
の
交
付
が
始
ま
り
ま

す
。

地
域
通
貨
「
彦
」
の
使
い
方
は
３
つ
あ
り
ま
す

▼
交
付
窓
口

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
お
よ
び
稲
枝
支
所

▼
交
付
期
間

４
月
１
日

〜
５

月
30
日

の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
）

▼
必
要
な
も
の

平
成
19
年
度
美

し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
報
告

書
・
印
か
ん

活
動
報
告
書
に
よ
り
、
活
動
実

績
を
認
定
し
、
１
週
間
あ
た
り
15

分
間
の
美
し
い
行
為
を
１
回
＝
25

彦
と
し
て
、
計
算
し
ま
す
。
地
域

通
貨
「
彦
」
は
１
０
０
彦
単
位
の

た
め
、
お
渡
し
す
る
「
彦
」
は
、

１
０
０
彦
未
満
を
切
り
捨
て
た
額

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
参
加
登
録
し
て
い

る
皆
さ
ん
へ
は
、
３
月
中
に
新
年
度

の
活
動
報
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
併

せ
て
、「
彦
」
の
受
け
取
り
方
や
協

力
店
・
市
民
団
体
一
覧
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り

推
進
室

30

６
１
１
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22
１
３
９
８
番

市
民
な
ど
の
間
で
の
自
由
な
流
通

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
っ
た

と
き
、
何
か
よ
い
こ
と
を
し
て
も
ら
っ
た
と
き
な

ど
に
、
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
「
彦
」
を
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
通
貨
「
彦
」
協
力
店
で
は

「
彦
」
と
引
き
換
え
に
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
協
力
店
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

協
力
店
で
受
け
ら
れ
る
特
典
は
、
店
舗
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
特
典
内

容
や
協
力
店
情
報
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
通
貨
「
彦
」
の
交
付
手
続
き

交
付
さ
れ
た
「
彦
」
は
、
次
の
３
つ
の
方
法
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。（

、

は
７
ペ
ー
ジ
）

た
だ
し
、
お
金
と
同
じ
よ
う
に
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（

）
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市
の
施
設
の
使
用
料
や
手
数
料
の
支

払
い
に
使
え
ま
す

彦
根
城
博
物
館
や
城
山
の
観
覧
料
、
市
営
駐
車

場
・
自
転
車
駐
車
場
の
使
用
料
や
、
市
民
課
・
税

務
課
で
の
証
明
書
な
ど
の
交
付
手
数
料
な
ど
に
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
全
て
の
施
設
で

使
用
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使
用
で
き

る
施
設
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
１
彦
＝
１
円
と
し
、
お
つ
り
を
受
け
取
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

登
録
さ
れ
た
市
民
団
体
に
寄
附
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

登
録
団
体
は
、
取
得
し
た
「
彦
」
を
換
金
（
１

彦
＝
１
円
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
団
体
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

寄
附
申
し
出
制
度
を
導
入
し
ま
す

受
け
取
っ
た
「
彦
」
を
い
ろ
い
ろ
な
団

体
に
寄
附
し
た
い
、
と
い
う
思
い
に
応
え

る
た
め
、「
彦
」
の
交
付
時
に
、
窓
口
で

寄
附
す
る
団
体
を
選
択
す
れ
ば
、
彦
根
市

が
代
わ
り
に
「
彦
」
を
団
体
へ
お
渡
し
す

る
、
寄
附
申
し
出
制
度
を
今
回
か
ら
導
入

し
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
自
分
が
関

係
し
て
い
な
く
て
も
、「
活
動
を
応
援
し

た
い
」
と
思
う
団
体
へ
寄
附
を
し
や
す
く

な
り
ま
す
。



8広報ひこね　平成20年３月15日

今年こそ、“脱”肥満を目指しているあなた、「ひこね元

気計画21」のダイエットモニターになって、夢を実現しま

しょう。〈対象〉おおむね30歳～65歳までの男性のうち、

肥満度を表すBMI指数【体重（ ）÷身長（ ）÷身長（ ）】

が「25」以上で、次の条件に該当する人　 肥満を改善し

たいと思っている 社員食堂なども含めて、外食やコン

ビニエンスストアの弁当を週３回以上食べている 今ま

で食事のカロリーを意識したことがない 「ひこね元気計

画21」の情報誌やホームページで、モニター期間中の体重

の変化などについて情報提供が可能（匿名も可）〈取り組む

内容〉４月下旬から約５か月間、外食や、コンビニエンス

ストアの弁当を食べるときには、栄養成分表示を確認し、

適正エネルギーに応じた、バランスの取れた食事を摂って

いただきます。食事内容の確認や、アドバイスはパソコン

や携帯電話などのメールを使って行います。〈募集人数〉５

人程度 〈申込期限〉４月７日 〈申込方法〉電話で「ひこ

ね元気計画21」実行委員会事務局

（ 健康管理課内）まで申し込んでく

ださい〈その他〉モニター開始日と

終了日に面接を行います。減量し

た人には、減量分と同じ重さのお

米を敢闘賞として差し上げます。

〈申込・問い合わせ先〉同事務局

24 0816、FAX24 5870

〈内容〉日本に昔から伝わる武道の一つで、子どもから高齢

者まで気軽に楽しむことができるなぎなたの体験教室で

す。〈日時〉４月19日 14：30～16：00 〈場所〉中央中学

校格技場（西今町）〈対象〉小学生以上の市民 〈定員〉20人

（先着順）〈参加費〉無料 〈募集期限〉３月31日 〈申込・問

い合わせ先〉彦根市なぎなた連盟事務局 ・FAX22 7646

（北村方）へ

〈内容〉地元でとれる食材を使って、伝統食の昔ながらの料

理法を学びます。〈日程・料理内容〉 ４月19日 よ

もぎもち、餡の作り方、たけのこご飯 ５月17日

あゆの山椒煮、うの花サラダ、豆ご飯 〈時間〉いずれも

10：30～13：30 〈場所〉ひこね街なかプラザ（本町一丁目・

四番町スクエア）〈対象〉２回連続で参加できる人 〈定員〉20

人（初めての参加者を優先し、定員を超えた場合は抽選）〈参加費〉

2,000円（２回分）と材料費 〈講師〉滋賀の食事文化研究会

会員 〈申込受付期限〉3月25日 （当日消印有効）〈申込方

法・問い合わせ先〉往復はがきの往信

の裏に住所、氏名（ふりがな）、年齢、電

話番号を、返信の表に郵便番号、住所、

氏名を書いて、ひこね街なかプラザ

（〒522 0064 本町一丁目12 5） 27

5820、FAX27 5830へ

〈種目・開催日・場所・申込期限〉下の表のとおり 〈対象〉市

内に在住する13歳以上の人で、身体障害者手帳を持つ人、

療育手帳を持つかその取得に準ずる障害のある人 ※一部

の競技には障害の種類によって参加できないものがありま

す。〈参加料〉無料ただし、昼食代、交通費は実費負担の場

合があります。ボウリング競技の貸靴代は、実費負担にな

ります。〈申込・問い合わせ先〉 障害福祉課 27 9981、

FAX26 1767

〈内容〉外国人に日本語を教えてみたい人に教え方をやさし

く指導します。〈日時〉４月13日～５月18日までの毎週日曜

日（５月４日は除く）10：00～11：30 〈場所〉西地区公民館

（本町一丁目）〈参加費〉1,000円 〈申込・問い合わせ先〉ボラ

ンティア日本語教室スマイル事務局 ・FAX22 9498（本

田方）へ

〈内容〉今年も3月1日から彦根城周辺で自転車タクシー（電

動アシスト付き三輪自転車タクシー）が走っています。子どもや

お年寄りの生活の足として、また、観光客のガイド役とし

て活動するベロタクシー彦根のスタッフを募集します。学

生スタッフやドライバーといっしょに、地域の移動手段を

支えてみませんか。〈日時〉10：00～17：00※火曜日定休・

雨天時運休 〈活動場所〉彦根城周辺〈問い合わせ先〉〉NPO

法人五環生活 ・FAX26 1463

〈募集区分〉男性、女性、語学（ポルトガル語、北京語）〈第１

次試験〉５月11日 〈応募資格〉大学を卒業または、卒業見

込みの人で、昭和53年４月２日以降に生まれた人 〈応募

期限〉４月23日 （消印有効）〈問い合わせ先〉滋賀県警察本

部 0120 204 314、ホームページ　 http://www.pref.

shiga.jp/police

滋賀県障害者スポーツ大会出場選手

これから始める「日本語ボランティア」の　
ための講習会

「湖国の伝統食」料理教室

「ひこね元気計画21」“男のダイエット”モニター

なぎなた体験教室

ベロタクシー彦根スタッフ

滋賀県警察官

9 広報ひこね　平成20年３月15日

親子で、遊ぶ広場です。土曜日に開催することで、

働いている保護者、特にお父さんにも積極的に参加

してもらい、子育ての楽しさを体験いただきます。

４～６月は、乳幼児用のすべり台、ジャングルジム、

ブランコなどの遊具をそろえ、「室内ゆうえんち」

を開園します。広い会場で、思いっきり体を動かし

てみませんか。

対象 乳幼児（小学校就学前）とその保護者

場所 男女共同参画センター

「ウィズ」（福祉保健センター前）

問い合わせ先 男女共同参画

センター「ウィズ」 24

3529（FAX共用）
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彦根パートバンク閉鎖のお知らせ
彦根パートバンクは３月21日 をもって閉鎖します。これに伴い、彦根パートバンクでの

「職業相談・紹介」業務は終了します。「職業相談・紹介」を受ける人は、ハローワーク彦根

をご利用ください。

問い合わせ先 ハローワーク彦根（彦根公共職業安定所） 22 2500、FAX26 5186

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

４月前半

１日

２日

３日

４日
７日

８日

９日

10日

11日

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地 、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目一部を含む）、三津
幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地 、西今、平田
（大沢）、開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津、海瀬
里根、外、戸賀、小泉、開出今蔵の町団地、八坂東団地、野瀬、
西今、三津、海瀬
芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋
後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今団地（第１・３部）、大 、開出今、西今、三津屋
中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大 、城町一丁目、城
町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、宇尾、
須越
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中 一丁目、
中 二丁目、中 、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、
和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【４月前半】

図書館休館日 ７日 、14日 日(水・祝)、10日
(月)

２日

３日

１日

４日

８日

９日

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
J A 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１０日

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

４月前半

１１日
J A 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００
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幼児交通安全
カンガルークラブ登録受付中

カンガルークラブは、交通安全

意識を身につけることを目的とし

て、親子で活動するグループです。

彦根市では、現在35グループが活

動しています。新たに活動するグ

ループを募集します。

対象 就学前の幼児と保護者のグ

ループ（自治会、子育てサークルなど）

新入学（園）時期は、新入学（園）

児が慣れない通学路を通いはじめる

など、子どもが被害にあう交通事故

の発生が予想されるます。家庭・学

校・園・地域などが一体となって子

どもを交通事故から守りましょう。

家庭では・・・

「車に気をつけてね」だけではな

く、子どもといっしょに通学路を歩

き、子どもの目線で危険箇所を確認

するとともに、具体的にわかりやす

く繰り返し教えてあげましょう。

運転するときは・・・

幼児の交通事故被害者の約７割は

自動車同乗中です。幼い命を守るた

めに、６歳未満の幼児には、チャイ

ルドシートの着用を、６歳以上の児

童には、どの席に座ってもシートベ

ルトを着用させましょう。

また、駐車場での事故を防ぐため

に、車から子どもを降ろした後は、

子どもが走り出さないよう手首をし

っかり握り、ほかの車の動きにも気

を配りましょう。

新入学（園）児の交通事故防止運動 ３月15日～４月15日

問い合わせ先 交通対策課 30 6134、FAX24 8517

電話番号は、おかけ
間違いのないように
ご注意ください。 
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http://www.city.hikone.shiga.jp/

今回のクイズには、はがきと電子メール合わせて89人から

ご意見、回答をいただきました。

なお、併せて記入をお願いした「広報ひこね」の紙面につ

いて、「図書館でのいちおしの本の紹介」「市内で活躍してい

る人を紹介してほしい」「活字を大きくしてほしい」といっ

たご意見やご要望などをいただきました。ありがとうござい

ました。

今後も「広報ひこね」を通じて、さまざまなことを市民の

皆さんにお知らせします。さらに充実した、読みやすい紙面

を目指していきますので、これからも「広報ひこね」にご意

見、ご要望をお寄せください。

問い合わせ先 情報政策課広報係 30 6103、FAX22

1398、Eメール: koho@ma.city.hikone.shiga.jp

（
問
題
は
２
月
15
日
号
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

井

豊
さ
ん
（
正
法
寺
町
）

辻

糸
央
里
さ
ん
（
南
中
学
校
１
年
）

上
野
ひ
よ
り
さ
ん
（
平
田
小
学
校
３
年
）




